
七
三

は
じ
め
に

中
國
東
北
地
區
で
は
古
來
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
胡
仙
・
黃
仙

（
胡
は
狐
、
黃
は
黃
鼠
狼
［
黃
色
い
イ
タ
チ
］
を
指
す
）
な
ど
の
動
物

信
仰
が
流
行
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
動
物
信
仰
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
や
衜
敎
な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
特
別
で
複
雜
な
體
系
を

形
成
し
て
い
る
。

東
北
の
民
閒
に
お
い
て
は
樣
々
な
動
物
が
信
仰
の
對
𧰼
と
な
り
、

祭
祀
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
動
物
仙
は
「
保
家
仙
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
そ
の
家
の
祖
先
と
契
約
し
、
家
族
お
よ
び
一
族
の
守
護

神
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
神
職
者
で
あ
る
「
大
神（

（
（

」
が
祀
る
動
物
仙
は
「
出
馬

仙
」
或
い
は
「
堂
仙
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
「
出
馬
仙
」
の

「
出
馬
」
は
、
一
般
的
に
依
賴
者
の
求
め
に
應
じ
て
隱
遁
場
所
か

ら
世
俗
に
出
向
き
、
治
療
や
占
い
、
豫
言
な
ど
を
行
う
こ
と
を
意

味
す
る（

（
（

。
一
方
、「
堂
仙
」
は
「
一
堂
の
仙
」
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
構
成
す
る
一
群
の
動
物
仙
を
表
し
て
い
る
。

大
神
の
職
能
は
、
こ
れ
ら
「
出
馬
仙
」
や
「
堂
仙
」
と
人
閒
と
の

媒
介
者
と
し
て
、
祀
ら
れ
て
い
る
動
物
仙
の
力
を
借
り
て
人
々
の

治
病
・
算
命
・
問
事
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ
る（

（
（

。

研
究
ノ
ー
ト

中
國
東
北
地
區
に
お
け
る
黑
老
太
太
信
仰
の
考
察（
１
）

范
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彤
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こ
れ
ら
の
東
北
地
區
に
お
け
る
動
物
仙
の
中
で
も
、
他
の
動
物

仙
と
少
し
性
格
の
異
な
る
も
の
と
し
て
、「
黑
老
太
太
」
と
い
う

仙
が
あ
る
。
現
在
の
東
北
地
區
の
流
行
と
し
て
、
胡
仙
・
黃
仙
な

ど
の
動
物
仙
を
祀
る
際
に
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
黑
老
太
太
が
祀
ら

れ
る
。
た
だ
、
こ
の
黑
老
太
太
は
神
格
が
他
の
動
物
仙
よ
り
も
少

し
高
く
、
獨
立
し
た
仙
と
し
て
區
別
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
調
べ
得
た
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
硏
究
者
ら
に
よ
る

學
術
的
硏
究
や
、
同
時
期
の
中
國
東
北
地
區
の
地
方
誌
に
は
、
胡

仙
や
黃
仙
な
ど
の
民
閒
信
仰
に
關
わ
る
事
情
が
多
く
記
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
黑
老
太
太
が
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
ご
く
僅
か
な
例
外
と
し
て
、
例
え
ば
五
十
嵐
賢

隆
の
『
衜
敎
叢
林
太
淸
宮
志
』、
白
永
貞
著
・
孫
乃
祥
校
閱
の

『
鐵
刹
山
志
』
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
獻
資
料
に
は
、

黑
老
太
太
に
つ
い
て
若
干
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
汪
桂
平
の
『
東
北
全
眞
衜
硏
究
』
は
、『
鐵
刹
山
志
』

卷
八
「
鐵
刹
山
雲
光
洞
護
法
黑
大
仙
之
靈
跡
」
を
引
用
し
て
黑
老

太
太
の
職
能
を
紹
介
し
、
そ
の
分
布
場
所
を
示
し
て
い
る
。
汪
桂

平
は
黑
老
太
太
を
含
め
胡
三
太
爺
・
胡
三
太
奶
な
ど
を
全
て
狐
仙

に
屬
す
る
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、「
東
北
の
衜
觀
で
は
、

こ
れ
ら
の
神
靈
は
護
法
神
と
見
做
さ
れ
て
」
お
り
、
ま
た
「
こ
れ

ら
は
地
域
的
な
神
靈
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
は
黑
老
太
太
の
記
述
が
狐
、
お
よ
び
遼
寧

省
本
溪
縣
の
鐵
刹
山
衜
敎
と
結
び
附
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
黑
老
太
太
に
焦
點
を
絞
っ
た
記
載
は
わ
ず
か
數
筆
に
過

ぎ
な
い
。

二
〇
二
一
年
に
孫
非
凡
が
發
表
し
た
修
士
論
文
「“

黑
媽
媽”

民
閒
信
仰
的
人
類
學硏

究
―
以
Ｃ
市
Ｓ
觀爲

例
（「
黑
媽
媽
」
民
閒

信
仰
の
人
類
學
的
硏
究
―
Ｃ
市
Ｓ
觀
を
例
と
し
て
）」
は
先
行
硏
究
の

空
白
を
埋
め
る
も
の
と
い
え
る
。
孫
非
凡
は
實
地
調
査
に
基
づ
い

て
、
現
在
の
東
北
地
區
に
お
け
る
黑
老
太
太
の
祭
祀
に
關
す
る
分

布
狀
況
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
黑
老
太
太
に
關
す
る
傳

說
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
い
、
社
會
と
文
化
の
視
點
か
ら
黑

老
太
太
信
仰
の
形
成
さ
れ
た
理
由
を
論
じ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、
黑

老
太
太
信
仰
に
深
く
繋
が
る
狐
や
鐵
刹
山
衜
敎
に
關
し
て
の
硏
究

は
十
分
と
は
い
え
ず
、
ま
だ
一
考
の
餘
地
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
實
地
調
査
と
文
獻
調
査
に
も
と
づ
い
て
一
九
三
〇
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年
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
中
國
東
北
地
區
に
お
け
る
黑
老
太

太
信
仰
を
考
察
す
る
。
具
體
的
に
は
、
黑
老
太
太
信
仰
と
胡
仙
信

仰
と
の
共
通
點
と
相
違
點
、
及
び
黑
老
太
太
信
仰
の
發
展
と
鐵
刹

山
衜
敎
と
の
關
係
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
何
故
黑
老
太
太
信
仰

が
現
在
の
東
北
地
區
で
流
行
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
若
干
の
考

察
を
試
み
た
い
。

黑
老
太
太
の
呼
稱
に
つ
い
て
は
「
黑
大
仙
」
や
「
黑
媽
媽
」
な

ど
の
別
稱
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
民
閒
で
廣
く
使
わ
れ
る
「
黑
老

太
太
」
と
い
う
呼
稱
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
中
國
東
北
地
區
と
は

廣
義
に
は
遼
寧
省
、
吉
林
省
、
黑
龍
江
省
の
東
北
三
省
と
內
蒙
古

東
北
部
を
あ
わ
せ
た
地
域
を
指
す
。
本
來
は
こ
れ
ら
を
網
羅
的
に

調
査
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
の
實
地
調
査
は
吉
林
省
と
遼
寧
省

に
限
定
し
て
行
い
、
黑
龍
江
省
お
よ
び
內
蒙
古
東
北
部
で
は
實
施

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
實
地
調
査

對
𧰼
の
個
人
情
報
に
關
し
て
は
す
べ
て
大
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

で
表
記
す
る
。

一
．
胡
仙
信
仰
に
み
る
黑
老
太
太

黑
老
太
太
の
由
來
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
朙
確
な
證據

は
見
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
民
閒
で
は
黑
老
太
太
が
他
の
動
物
仙
と

同
じ
よ
う
に
も
と
も
と
は
動
物
で
あ
る
と
廣
く
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

㝡
も
可
能
性
が
あ
る
の
は
狐
（
或
い
は
黑
狐
）
で
あ
る
。
本
章
で

は
、
黑
老
太
太
と
胡
仙
信
仰
と
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

一‒

一
：
黑
老
太
太
の
現
狀
調
査

筆
者
は
二
〇
一
九
年
と
二
〇
二
〇
年
の
閒
、
黑
老
太
太
の
民
閒

に
お
け
る
祭
祀
の
形
式
を
把
握
す
る
た
め
、
三
回
に
わ
た
っ
て
吉

林
省
の
Ｍ
市
と
遼
寧
省
の
鐵
刹
山
に
お
い
て
實
地
調
査
し
た
。
Ｍ

市
の
調
査
地
は
、
①
大
神
の
自
宅
に
あ
る
黑
老
太
太
、
②
郊
外
の

土
地
廟
に
あ
る
黑
老
太
太
、
③
龍
王
廟
に
あ
る
黑
老
太
太
の
三
箇

所
で
あ
る
。
ま
た
、
鐵
刹
山
に
あ
る
黑
老
太
太
が
祀
ら
れ
る
場
所

は
主
に
黑
媽
媽
殿
と
八
寶
雲
光
洞
の
二
箇
所
で
あ
る
。
以
下
、
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。

①
大
神
の
自
宅
に
あ
る
黑
老
太
太
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大
神
Ａ
氏
（
以
下
「
Ａ
氏
」
と
略
稱
す
る
）
は
、
自
宅
の
中
に
祭

祀
用
の
部
屋
を
持
っ
て
い
る
。
黑
老
太
太
の
像
は
黑
い
衣
裝
を
着

て
、
杖
を
持
ち
、
桃
を
手
に
し
た
高
齡
の
女
性
で
あ
り
、
橫
に
赤

紙
が
立
て
か
け
て
あ
る
。
赤
紙
の
上
方
に
は
「
供
奉
」、
中
央
に

は
「
仙
家
之
位
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
、
紙
の
兩
端
に
は
對
聯

が
附
い
て
い
る
。
こ
の
對
聯
に
は
、「
積
功
德步步


高
升
（
功
德

を
積
み
て
步步

高
昇
す
）」、「
出
古
洞
四
海
揚
名
（
古
洞
を
出
で
て

四
海
に
名
を
揚
ぐ
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。

赤
紙
を
用
い
る
の
は
他
の
動
物
仙
の
祭
祀
方
法
と
共
通
し
て
い

る
。
た
だ
、
動
物
仙
を
祀
る
Ｍ
市
小
城
隍
廟
に
お
け
る
筆
者
の
調

査
に
よ
る
と
、
民
閒
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
番
上
に

「
有
求
必
應
（
求
め
が
あ
れ
ば
、
必
ず
應
じ
る
）」
と
書
か
れ
、
兩
端

に
「
在
深
山
修
身
羪
性
（
深
山
に
在
り
て
身
を
修
し
性
を
羪
う
）」、

「
出
古
洞
四
海
揚
名
（
古
洞
を
出
で
て
四
海
に
名
を
揚
ぐ
）」
と
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
氏
は
、
自
分
が
祀
っ
て
い
る
黑
老
太
太
は
動
物
仙
に
屬
す
る

も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
Ａ
氏
の
言
葉
に
よ
る

と
「
黑
老
太
太
は
東
北
三
省
の
大
護
法
で
、
法
力
が
高
い
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
恐
ら
く
Ａ
氏
は
「
守
護
神
」
の
意
味
で
「
大
護

法
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。

②
郊
外
の
土
地
廟
に
あ
る
黑
老
太
太

Ｍ
市
の
郊
外
に
あ
る
レ
ン
ガ
造
り
の
土
地
廟
で
あ
る
。
暜
通
の

野
外
に
あ
る
土
地
廟
よ
り
も
し
っ
か
り
し
た
建
物
で
あ
る
。
中
に

は
泥
人
形
の
像
が
八
體
あ
り
、
複
數
の
動
物
仙
や
民
閒
の
地
方
神

な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
左
か
ら
右
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
臺
座

に
「
胡
三
太
奶
」、「
黑
老
太
」、「
土
地
奶
神
位
」、「
土
地
公
神

位
」
と
い
う
名
が
記
さ
れ
た
四
體
と
、
名
歬
が
附
け
ら
れ
て
い
な

い
四
體
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
名
歬
が
な
い
像
の
歬
に
も

木
主
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
遊
路
將
軍
之
位
」・「
五
衜

將
軍
之
位
」・「
本
郡
河
神
之
位
」・「
苗
稼
神
之
位
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
胡
三
太
奶
」
と
「
黑
老
太
」
の
閒
に
は
空
閒
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
も
と
も
と
「
胡
三
太
爺
」
の
像
が
置
か
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
土
地
廟
の
主
位
に
あ
る
の
は
土
地

公
・
土
地
奶
で
あ
り
、
土
地
奶
の
右
鄰
に
濃
茶
色
の
衣
裝
を
身
に

附
け
た
黑
老
太
太
の
像
が
あ
る
（
圖
一
）。

土
地
廟
の
傍
に
、
黑
老
太
太
を
紹
介
す
る
看
板
が
あ
り
、
次
の
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よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

黑
媽
媽
の
別
稱
は
黑
老
太
太
で
あ
り
、
衜
敎
の
地
仙
、
東
北

の
地
方
神
で
あ
る
。
東
北
三
省
で
は
、
一
般
的
な
衜
觀
や
寺

の
中
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
黑
老
太
太
の
總
壇
は
遼
寧
省
本
溪

市
の
九
頂
鐵
刹
山
に
あ
る
。
傳
說
に
よ
る
と
、
黑
老
太
太
は

九
頂
鐵
刹
山
の
懸
石
洞
で
修
練
し
仙
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

黑
老
太
太
は
東
北
の
大
護
法
で
あ
り
、
垩
誕
日
は
舊
曆
の
六

⺼
二
十
四
日
で
あ
る
。

こ
こ
で
說
朙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
の
東
北
民
閒
に
お
け
る

一
般
的
な
黑
老
太
太
に
対
す
る
認
識
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

③
龍
王
廟
に
あ
る
黑
老
太
太

Ｍ
市
の
龍
王
廟
に
は
、
龍
王
・
娘
々
、
お
よ
び
黑
老
太
太
と
動

物
仙
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
㝡
も
奧
の
主
殿
に
は
龍
王
、
そ
の
手
歬

の
側
殿
に
は
娘
々
が
祀
ら
れ
、
そ
し
て
㝡
も
入
口
に
近
い
側
殿
の

主
位
に
は
黑
老
太
太
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
兩
脇
に
は
複
數
の

動
物
仙
の
像
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
像
は
黑
老
太
太
も
含

め
全
て
人
閒
の
姿
を
し
て
お
り
、
シ
ン
プ
ル
な
造
形
で
金
色
に
彩

色
さ
れ
て
い
る
。

圖一　Ｍ市郊外の土地廟にある黑老太太（二〇一九年九⺼一四日　筆者撮影）
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左
か
ら
右
に
か
け
て
、「
胡
三
太
爺
」・

「
胡
仙
太
奶
」・「
胡
三
太
奶
」・「
龜
仙
太

爺
」・「
黑
老
太
太
」・「
黃
三
太
爺
」・「
黃

仙
太
奶
」・「
黃
三
太
奶
」・「
蟒
老
太
太

（
ウ
ワ
バ
ミ
）」
と
名
附
け
ら
れ
て
い
る

（
圖
二
）。
そ
の
名
稱
か
ら
、
黑
老
太
太
以

外
の
動
物
仙
の
原
型
が
ど
の
動
物
か
は

は
っ
き
り
し
て
い
る
。

④
鐵
刹
山
に
あ
る
黑
老
太
太

・
場
所
１
：
黑
媽
媽
殿

黑
媽
媽
殿
は
、
現
在
鐵
刹
山
の
東
の
門

に
位
置
す
る
壯
麗
な
衜
敎
建
築
で
あ
る
。

外
側
の
扉
に
は
信
者
ら
が
送
っ
た
錦
旗
が

掛
け
て
あ
り
、
黑
い
衣
裝
を
纏
っ
た
黑
老

太
太
の
大
き
な
像
が
主
位
に
祀
ら
れ
て
い

る
（
圖
三
）。
殿
內
の
兩
脇
に
は
、
動
物

仙
を
擬
人
化
し
た
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

左
側
に
は
「
胡
仙
大
太
爺
」・「
胡
仙
大
太

圖二　龍王廟の內裝（筆者作成）

圖三　鐵刹山の黑媽媽殿にある黑媽媽像（二〇二〇年八⺼三〇日　筆者撮影）
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奶
」・「
胡
仙
三
太
爺
」・「
胡
仙
三
太
奶
」・「
胡
仙
二
太
爺
」・「
胡

仙
二
太
奶
」、
右
側
に
は
「
常
仙
太
爺
（
ヘ
ビ
）」・「
常
仙
太
奶
」・

「
黃
仙
太
爺
」・「
黃
仙
太
奶
」・「
蟒
仙
太
爺
」・「
蟒
仙
太
奶
」
が

置
か
れ
て
い
る
。

參
拜
者
の
中
に
は
大
神
が
多
く
お
り
、
彼
ら
の
參
拜
方
法
は
一

般
の
參
拜
者
と
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
像
の

下
で
あ
ぐ
ら
を
組
む
、
小
聲
で
つ
ぶ
や
き
つ
つ
五
體
投
地
の
よ
う

な
姿
勢
で
拜
禮
を
繰
り
﨤
す
な
ど
で
あ
る
。
現
在
の
黑
媽
媽
殿
は

非
常
に
多
く
の
參
拜
者
を
集
め
て
お
り
、
鐵
刹
山
の
代
表
的
な
場

所
と
言
え
る
。

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
の
重
陽
節
に
は
、
男
女
の
大
神
ら
し
き
二

人
が
他
の
一
般
參
拜
者
を
先
導
し
て
黑
媽
媽
殿
外
の
廣
場
で
祈
福

の
儀
式
を
行
っ
て
い
た
。
男
性
は
先
頭
で
手
に
太
鼓
を
持
っ
て
歌

を
う
た
い
、
女
性
は
男
性
の
後
ろ
で
踊
り
を
踊
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、
後
ろ
に
は
一
般
參
拜
者
た
ち
が
續
き
、
女
性
の
動
作
を
ま
ね

て
、
池
の
周
り
を
回
っ
て
踊
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
行
爲
は
滿

洲
族
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
跳
神
儀
式（

（
（

と
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
鐵

刹
山
は
も
と
も
と
衜
敎
垩
地
と
見
做
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
衜
敎
が
混
淆
し
て
い
る
狀
態
と
思
わ
れ
る
。

・
場
所
２
：
八
寶
雲
光
洞

八
寶
雲
光
洞
は
古
く
か
ら
鐵
刹
山
の
中
で
も
㝡
も
有
名
な
場
所

で
あ
っ
た
。
洞
內
に
は
八
つ
の
奇
岩
が
あ
る
た
め
、「
八
寶
」
と

稱
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
洞
內
は
二
階
層
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
下
階
の

入
り
口
に
あ
る
廟
に
は
黑
老
太
太
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
黑
老
太
太

の
像
は
四
⻆
い
臺
座
に
安
置
さ
れ
、
兩
脇
に
は
そ
れ
ぞ
れ
童
女
と

童
男
が
い
る
。
こ
こ
の
黑
老
太
太
の
像
は
金
色
の
衣
裝
を
着
て
お

り
、
華
麗
な
マ
ン
ト
を
被
っ
て
い
る
（
圖
四
）。
供
え
物
は
、
酒
・

果
物
・
菓
子
な
ど
で
あ
る
。
大
神
た
ち
は
こ
の
洞
內
で
あ
ぐ
ら
を

組
み
、
瞑
想
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
滿
鐵
鐵
衜
總
局
弘
報
課
が
編
纂
し
た
『
滿
洲
宗
敎
誌
』

に
は
、
雲
光
洞
內
部
の
樣
子
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
、

黑
老
太
太
の
像
は
洞
の
入
り
口
に
あ
る
護
法
磚
廟
に
安
置
さ
れ
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。『
本
溪
縣
志
』
で
は
、
文
化
大
革
命
の

際
に
洞
內
が
破
壞
さ
れ
、
殘
り
は
僅
か
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が

あ
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
現
在
の
黑
老
太
太
の
廟
と
像
は
、
昔
と
同
じ

場
所
に
新
し
く
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
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圖四　八寶雲光洞にある黑老太太像（二〇二〇年十⺼二十五日［重陽節］筆者撮影）

圖五　胡黃仙神統譜（瀧澤俊亮［一九四〇年］二四九頁）
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今
回
、
黑
老
太
太
を
祀
る
大
神
に
對
す
る
調
査
の
對
𧰼
は
Ａ
氏

の
み
で
あ
っ
た
が
、
歬
述
の
孫
非
凡
の
修
士
論
文
で
は
大
神
の
自

宅
で
の
黑
老
太
太
の
祭
祀
狀
況
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
孫
に
よ

る
と
、
自
宅
で
黑
老
太
太
を
祀
る
場
所
は
「
仙
堂
」
と
呼
ば
れ
、

黑
老
太
太
の
像
が
主
た
る
祭
祀
對
𧰼
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
赤

い
紙
や
赤
い
布
で
「
仙
堂
」
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
書
か
れ
て
い
る
。

仙
と
緣
を
結
ん
だ
百
姓
（
民
衆
）
た
ち
は
、
仙
家
ら
の
氏
名
を
そ

れ
ぞ
れ
の
地
位
に
應
じ
て
赤
い
紙
に
書
き
、
そ
れ
を
「
仙
榜
（
仙

の
ラ
ン
キ
ン
グ
）」
と
稱
す
る
。

こ
こ
で
孫
が
言
う
「
仙
と
緣
を
結
ん
だ
百
姓
た
ち
」
と
は
、
東

北
民
閒
の
大
神
た
ち
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
孫
の
「
仙

榜
」
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
大
神
た
ち
が
祀
る
胡

黃
仙
を
主
と
し
た
神
統
譜
と
か
な
り
似
通
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
瀧
澤
俊
亮
の
『
滿
洲
の
街
村
信
仰
』
で
は
、
吉
林
大
仙
堂
で

得
た
胡
黃
仙
ら
の
古
い
神
統
譜
（
古
布
に
書
か
れ
た
）
が
示
さ
れ

て
い
る
（
圖
五
）。
ま
た
、
現
在
の
神
統
譜
と
し
て
、
例
え
ば
黃

强
は
中
國
黑
龍
江
省
雙
城
地
區
に
お
け
る
大
神
に
關
す
る
報
吿（

（1
（

に

お
い
て
、
杜
惠
萍
と
い
う
シ
ャ
ー
マ
ン
の
祭
壇
を
紹
介
し
、
そ
こ

に
彼
女
の
主
神
と
守
護
靈
の
名
が
赤
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
黃
强
は
、「
杜
惠
萍
が
持
つ
守
護
靈
に
は
動
物
の

精
靈
が
壓
倒
的
多
數
を
占
め
、
特
に
キ
ツ
ネ
の
靈
、
イ
タ
チ
の
靈
、

蛇
の
靈
は
主
導
的
地
位
を
占
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

黑
老
太
太
の
原
型
が
狐
で
あ
る
と
い
う
朙
確
な
證據

は
な
い
。

た
だ
、
筆
者
及
び
上
記
の
報
吿
に
見
ら
れ
る
實
地
調
査
で
は
、
民

閒
祭
祀
及
び
衜
敎
關
係
の
場
所
に
お
い
て
、
黑
老
太
太
と
胡
仙
を

含
め
た
動
物
仙
の
祭
祀
狀
況
に
は
重
な
る
部
分
が
多
い
と
考
え
ら

れ
る
。

一‒

二
：
黑
老
太
太
の
傳
說
に
つ
い
て

東
北
の
民
閒
に
流
布
し
て
い
る
黑
老
太
太
の
傳
說
に
は
、
狐
と

關
連
し
た
も
の
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
筆
者
が
調

べ
得
た
代
表
的
な
黑
老
太
太
に
關
連
す
る
四
つ
の
傳
說
を
紹
介
す

る
。黑

老
太
太
の
傳
說
に
つ
い
て
は
、
以
歬
よ
り
民
閒
に
傳
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
文
獻
上
の
初
出
は
『
鐵
刹
山
志
』
卷
八

で
あ
り
、
次
い
で
『
增
續
九
頂
鐵
刹
山
志（

（1
（

』
卷
十
が
擧
げ
ら
れ
る
。
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兩
文
獻
に
は
ど
ち
ら
に
も
、
①
「
鐵
刹
山
雲
光
洞
護
法
黑
大
仙
之

靈
跡
」
と
談
國
桓
が
編
纂
し
た
②
「
黑
大
仙
歌 

有
序
」
の
二
篇

が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
黑
老
太
太
の
傳
說
の
文
獻
記
錄

は
殆
ど
空
白
と
な
る
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
に
至
り
、
劉
緯
・
劉

應
が
編
纂
し
た
『
鐵
刹
山
衜
敎
』
に
、
③
「
黑
大
仙
成
仙
記
」
お

よ
び
④
「
地
仙
觀
に
お
け
る
黑
媽
媽
」
と
い
う
黑
老
太
太
に
關
連

す
る
傳
說
が
收錄

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
し
て
以
下
に
槪
要
を

示
す
。

①
鐵
刹
山
雲
光
洞
護
法
黑
大
仙
之
靈
跡

（
本
文
で
は
先
ず
「
此
れ
胡
仙
の
霊
を
為
す
こ
と
昭
昭
と
し
て

違
わ
ざ
る
所
以
な
り
」
と
胡
仙
の
霊
験
あ
ら
た
か
な
こ
と
を
述

べ
た
後
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
黒
大
仙
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

說
朙
し
て
ゆ
く
。）
…
我
が
郭
祖
師
が
鐵
刹
山
を
開
き
懸
命
に

修
練
し
て
い
た
際
、
時
に
香
火
や
薪
米
が
供
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
常
に
黑
大
仙
が
密
か
に
守
護
し
て
く
れ
る
の
を
賴
み
と

し
て
い
た
。
急
な
入
り
用
が
あ
れ
ば
、
多
方
面
か
ら
の
援
助

が
あ
り
、
施
し
を
賴
む
ま
で
も
な
く
あ
ち
ら
か
ら
ど
ん
ど
ん

や
っ
て
來
た
。
こ
れ
（
黑
大
仙
）
は
誠
に
郭
大
眞
人
の
大
護

法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
仙
は
山
に
い
て
常
に
人
々
の
願
い

に
應
じ
、
山
の
近
鄰
の
村
や
各
地
の
人
々
で
病
を
患
う
者
が

い
れ
ば
、
た
だ
敬
虔
に
祈
り
さ
え
す
れ
ば
、
こ
っ
そ
り
と
治

療
し
て
く
れ
、
必
ず
靈驗

が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
赤
ん
坊

の
母
乳
が
足
り
な
い
時
、
酒
甁
を
持
っ
て
來
て
供
え
、
水
甁

を
携
え
て
歸
り
、
そ
の
水
で
粥
を
炊
き
乳
母
に
⻝
べ
さ
せ
る

と
、
す
ぐ
に
乳
が
出
た
。
こ
の
よ
う
な
樣
々
な
靈驗

は
常
に

現
れ
た
。
何
度
試
し
て
も
違
わ
な
か
っ
た
の
で
、
遠
近
に
關

わ
ら
ず
、
信
者
の
善
男
善
女
た
ち
は
み
な
黑
大
仙
の
恩
德
を

讚
え
て
や
ま
な
か
っ
た
。（
中
略
）
そ
れ
ゆ
え
、
奉
天
全
省

の
宮
觀
は
、
そ
れ
が
郭
眞
人
及
び
彼
の
弟
子
が
建
立
し
た
廟

で
あ
れ
ば
、
た
と
え
ば
本
山
太
淸
宮
、
千
山
無
量
觀
、
閭
山

圓
通
觀
な
ど
の
各
所
は
ど
こ
も
必
ず
像
を
置
き
、
朝
夕
に
香

火
を
供
え
、
み
な
黑
老
太
太
を
稱
え
て
い
る
。
あ
あ
、
な
ん

と
盛
ん
な
こ
と
か（

（1
（

。

②
黑
大
仙
歌 

有
序

（
歬
略
）
黑
大
仙
と
は
、
す
な
わ
ち
俗
に
黑
老
太
太
と
言

わ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
初
め
山
東
省
卽
墨
縣
馬
鞍
山
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に
居
た
が
、
淸
朝
初
期
に
郭
衜
人
と
と
も
に
遼
寧
省
に
行
き
、

本
溪
湖
の
鐵
刹
山
で
修
行
し
た
。
郭
は
盛
京
烏
將
軍
の
供
羪

を
受
け
、
雨
乞
い
を
す
る
と
す
ぐ
に
雨
が
降
っ
た
。（
郭
衜

人
は
）
民
に
對
し
て
功
勞
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
實
は
黑

大
仙
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
。
烏
將
軍
は
郭
の
た
め
に
瀋
陽
城

の
西
北
の
隅
に
廟
を
建
て
た
。
現
在
の
太
淸
宫
で
あ
る
。
遂

に
黑
大
仙
は
郭
と
と
も
に
廟
中
に
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

香
火
が
絕
え
な
く
な
っ
た
。
母
乳
の
足
り
な
い
婦
人
が
酒
甁

を
机
の
歬
に
置
い
て
祈
る
と
、
酒
を
水
と
交
換
し
、
そ
れ
を

持
ち
歸
っ
て
飮
む
と
、
乳
が
す
ぐ
に
出
た
。
非
常
に
靈驗

あ

ら
た
か
で
あ
る
（
後
略（

（1
（

）。

③
黑
大
仙
成
仙
記

郭
守
眞
が
遼
東
を
遊
歷
し
鐵
刹
山
に
泊
ま
っ
た
時
に
、
あ

る
黑
狐
に
出
會
っ
た
。
黑
狐
は
跪
き
彼
に
弟
子
に
し
て
く
れ

る
よ
う
懇
願
す
る
が
斷
ら
れ
る
。
し
か
し
黑
狐
は
諦
め
ず
そ

の
ま
ま
跪
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
郭
守
眞
は
し
ば
ら
く
鐵
刹

山
に
住
み
、
ま
た
行
脚
し
て
名
師
を
訪
ね
た
。
數
年
後
、
郭

守
眞
が
再
び
鐵
刹
山
に
戾
る
と
、
果
た
し
て
黑
狐
は
元
の
場

所
に
跪
い
た
ま
ま
白
骨
と
化
し
て
い
た
。
郭
守
眞
は
非
常
に

驚
き
、
こ
う
言
っ
た
。「
畜
生
は
敎
え
導
く
こ
と
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
實
は
畜
生
に
も
知
惠
が
あ
り
、
得

衜
で
き
る
は
ず
だ
」
と
。
郭
守
眞
が
そ
う
言
い
終
え
る
と
、

白
骨
は
一
陣
の
淸
風
と
な
っ
て
見
え
な
く
な
っ
た
。
郭
守
眞

は
こ
の
黑
狐
が
す
で
に
半
分
修
行
を
終
え
、
彼
の
敎
化
を
經

て
つ
い
に
得
衜
し
仙
に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
黑
大
仙
は
郭
守
眞
に
從
い
、
ひ
そ
か
に
彼
を

助
け
る
。
盛
京
が
干
害
を
受
け
た
際
、
烏
將
軍
は
郭
祖
に
雨

乞
い
を
し
て
も
ら
う
と
、
す
ぐ
に
雨
が
降
っ
た
。
こ
れ
ら
は

黑
大
仙
が
ひ
そ
か
に
助
け
た
の
だ
。
そ
の
後
、
郭
守
眞
の
弟

子
ら
が
太
淸
宮
に
郭
祖
師
を
祀
る
と
、
黑
大
仙
も
共
に
廟
の

中
に
配
祀
さ
れ
た
（
後
略（

（1
（

）。

④
地
仙
觀
に
お
け
る
黑
媽
媽

朙
末
、
山
西
に
京
城
へ
行
っ
て
試
驗
を
受
け
る
擧
人
の
郭

守
眞
と
い
う
者
が
い
た
。
何
度
か
試
驗
に
失
敗
し
、
四
方
八

方
を
放
浪
し
て
い
た
。
郭
守
眞
が
山
東
省
泰
安
の
衜
觀
に
泊

ま
っ
て
い
た
時
、
彼
は
山
で
怪
我
を
し
た
黑
狐
を
助
け
た
。
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こ
の
黑
狐
は
恩
﨤
し
の
た
め
、
郭
守
眞
に
從
っ
て
鐵
刹
山
へ

行
き
、
懸
石
洞
（
地
仙
觀
）
に
住
ん
で
、
郭
守
眞
に
困
難
が

あ
れ
ば
、
ひ
そ
か
に
彼
を
助
け
た
。
郭
守
眞
は
黑
大
仙
（
黑

狐
）
に
恩
を
﨤
す
た
め
、
雲
光
洞
の
側
殿
に
「
護
法
黑
大
仙
」

と
い
う
位
牌
を
立
て
た
。
一
六
六
三
年
、
奉
天
は
干
害
で

數
ヶ
⺼
雨
が
降
ら
ず
、
奉
天
首
府
の
官
吏
が
郭
守
眞
に
雨
乞

い
を
賴
み
、
郭
守
眞
が
雨
乞
い
の
儀
禮
を
す
る
と
す
ぐ
に
大

雨
が
降
っ
た
。
實
は
こ
れ
も
黑
大
仙
の
お
か
げ
で
あ
っ
た

（
後
略（

（1
（

）。

こ
の
よ
う
に
黑
老
太
太
の
傳
說
の
內
容
は
槪
ね
類
似
し
て
お
り
、

以
下
の
３
點
の
よ
う
な
特
徵
が
見
ら
れ
る
。
①
黑
老
太
太
の
原
型

は
多
く
の
場
合
、
狐
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
點
。
特
に
「
黑

大
仙
成
仙
記
」・「
地
仙
觀
に
お
け
る
黑
媽
媽
」
で
は
「
黑
狐
」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
②
黑
老
太
太
は
鐵
刹
山
衜
士
の
郭
守
眞
と
關

係
が
深
い
點
。
郭
守
眞
が
盛
京
で
雨
乞
い
を
し
た
際
に
雨
を
降
ら

せ
た
の
も
、
黑
老
太
太
の
加
護
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
郭

守
眞
の
經歷

は
文
獻
に
よ
り
異
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し

く
述
べ
る
）。
③
黑
老
太
太
の
職
能
と
し
て
、
主
に
母
乳
不
足
及

び
雨
乞
い
に
靈驗

が
あ
る
點
。

各
文
章
の
編
者
の
認
識
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
挙
げ
ら

れ
る
。
傳
說
①
「
鐵
刹
山
雲
光
洞
護
法
黑
大
仙
之
靈
跡
」
は
、
一

九
三
〇
年
代
に
、
鐵
刹
山
の
監
院
で
あ
っ
た
爐
至
順（

（1
（

が
口
述
し
た

も
の
で
あ
り
、
當
時
の
傳
承
內
容
が
分
か
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
資
料
か
ら
爐
至
順
は
、
黒
大
仙
を
胡
仙
の
ひ
と
つ
と
認
識
し

て
い
た
こ
と
、
ま
た
祖
師
の
郭
守
眞
が
雲
光
洞
で
修
行
し
て
い
た

際
に
黑
大
仙
か
ら
加
護
を
受
け
て
い
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
つ
ま
り
、
爐
至
順
は
、
黑
老
太
太
を
郭
守
眞
の
守
護
神
、

或
い
は
鐵
刹
山
衜
敎
の
護
法
神
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

伝
說
②
「
黒
大
仙
歌 

有
序
」
に
は
黒
老
太
太
が
狐
で
あ
る
と

い
う
記
述
は
な
い
も
の
の
、「
大
仙
」
と
い
う
名
稱
自
体
、
動
物

仙
を
指
す
場
合
が
あ
り
、
談
國
桓
も
「
黒
大
仙
」
を
少
な
く
と
も

動
物
仙
の
ひ
と
つ
と
見
な
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い（

（1
（

。
ま
た
、
①

と
同
じ
く
、
談
國
桓
も
黒
老
太
太
は
衜
人
の
護
法
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

（1
（

。

一
方
、
傳
說
③
「
黑
大
仙
成
仙
記
」
は
吉
林
省
磐
石
市
玉
虛
宮
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の
郞鍊

丹
（
衜
士
で
あ
ろ
う
）
の
口
述
を
も
と
に
張
華
が
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
傳
說
①
と
比
較
し
て
、
傳
說
③
で
は
「
弟
子
入

り
」
と
「
黑
狐
」
と
い
う
要
素
が
現
れ
て
い
る
。「
弟
子
入
り
」

と
い
う
要
素
が
入
る
こ
と
で
、
①
の
「
郭
守
眞
が
黑
大
仙
か
ら
援

助
を
う
け
た
」
と
い
う
事
柄
よ
り
も
、
黑
老
太
太
が
仙
に
な
る
た

め
に
郭
守
眞
の
敎
え
を
受
け
た
と
い
う
事
柄
の
方
が
强
調
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
郞鍊

丹
は
表
向
き
は
黑
老
太
太
の
神
格
の
高
さ

を
稱
え
て
い
る
が
、
實
際
に
は
郭
守
眞
の
ほ
う
が
上
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
伝
說
④
は
『
鐵
刹
山
衜

敎
』
の
中
で
そ
の
編
者
の
一
人
で
あ
る
劉
緯
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、
情
報
源
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
內
容
は
伝
說
③

と
大
同
小
異
で
あ
り
、
黒
老
太
太
の
原
型
は
黒
狐
で
あ
る
と
記
述

し
て
い
る
。

こ
こ
で
「
黑
狐
」
と
い
う
要
素
の
出
現
時
期
に
つ
い
て
檢
討
し

た
い
。
ま
ず
、
傳
說
③
が
語
ら
れ
た
玉
虛
宮
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

こ
の
衜
觀
に
關
連
す
る
文
獻
資
料
は
少
な
い
が
、
二
〇
〇
六
年
に

出
版
さ
れ
た
『
磐
石
市
志
（
一
九
九
一
年‒

二
〇
〇
三
年
）』
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

玉
虛
宮
は
石
咀
鎭
北
馬
宗
村
廟
溝
屯
北
山
南
坡
に
位
置
す

る
。
初
め
は
光
緖
一
三
年
（
西
曆
一
八
九
七
年
）
に
建
立
さ
れ
、

文
化
大
革
命
時
期
に
破
壞
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
、
衜
士
の

楊
鼎
雙
が
弟
子
を
卛
い
て
元
の
場
所
に
衜
觀
を
再
建
し
、
一

九
九
八
年
十
二
⺼
に
再
開
し
た（

（2
（

。

た
だ
、
こ
こ
で
の
光
緖
の
年
號
と
西
曆
は
一
致
し
て
い
な
い
。

光
緖
一
三
年
は
一
八
八
七
年
で
あ
り
、
一
八
九
七
年
は
光
緖
二
三

年
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
磐
石
縣
志
』
に
は
次

の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
九
四
七
年
、
縣
全
體
で
は
一
一
の
廟
宇
が
殘
っ
て
お
り
、

衜
士
は
二
〇
人
餘
り
で
あ
っ
た
。
後
に
社
會
變
革
を
經
て
、

す
べ
て
の
衜
觀
は
基
本
的
に
取
り
壞
さ
れ
た
が
、
た
だ
安
樂

鄕
北
馬
宗
廟
溝
屯
に
は
上
淸
宮
が
殘
っ
て
い
た
（
こ
の
廟
は

光
緖
二
三
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）。
衜
士
は
二
人
（
張

寶
慶
と
彼
の
弟
子
）
い
た
が
、
原
廟
は
文
化
大
革
命
時
期
に

取
り
壞
さ
れ
た
（
後
略（

（2
（

）。

つ
ま
り
、『
磐
石
市
志
（
一
九
九
一
年‒

二
〇
〇
三
年
）』
の
光

緖
年
の
表
記
が
誤
っ
て
お
り
、
實
際
の
成
立
年
代
が
一
八
九
七
年
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（
つ
ま
り
光
緖
二
三
年
）
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
こ
こ
で
い
う
「
上

淸
宮
」
は
「
玉
虛
宮
」
の
歬
身
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
の
頃
に
名

稱
が
變
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
例
え
ば
康
德
四
年
（
一

九
三
七
年
）
に
編
成
さ
れ
た
『
民
國
磐
石
縣
鄕
土
志
』
の
「
壇
廟
」

で
は
、
磐
石
縣
內
に
お
け
る
文
廟
、
祖
師
廟
、
城
隍
廟
、
財
神
廟
、

仙
峯
觀
、
靈
神
廟
、
三
垩
宮
、
寶
山
宮
、
鬼
王
廟
、
吉
雲
觀
、
壽

山
宮
と
い
う
一
二
の
廟
が
列
擧
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
成
立

年
代
や
場
所
と
も
に
上
淸
宮
に
對應

し
て
い
な
い（

（2
（

。

こ
こ
の
『
民
國
磐
石
縣
鄕
土
志
』
に
は
記
入
漏
れ
が
發
生
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、「
上
淸
宮
」
に
つ
い
て
の
よ
り
古
い
資

料
は
發
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
上
淸
宮
の
成
立
年

代
が
光
緖
二
三
年
だ
と
し
て
も
、
そ
の
成
立
年
代
は
鐵
刹
山
雲
光

洞
や
太
淸
宮
建
立
以
後
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
七
年
以
降
か

ら
文
化
大
革
命
が
始
ま
る
ま
で
の
閒
、
衜
士
が
二
人
し
か
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
淸
宮
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
規
模
の
も
の
で

は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
七
年
以
降
、
こ
の
場
所
の
み

保
存
さ
れ
て
い
た
の
は
、
規
模
が
小
さ
く
無
視
さ
れ
て
い
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
遲
く
と
も
一
九
九
八
年
の
頃
、

吉
林
省
磐
石
市
に
あ
っ
た
こ
の
衜
觀
で
黑
狐
を
原
型
と
す
る
黑
老

太
太
の
傳
說
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
四
つ
の
傳
說
で
は
い
ず
れ
も
實
際
に
起
き
た
郭
守
眞
の

雨
乞
い
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郭
守
眞
と
關
わ
る
黑
老
太

太
傳
說
が
創
作
さ
れ
た
の
は
少
な
く
と
も
康
煕
二
年
（
一
六
六
三

年
）
以
降
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
五
十
嵐
賢
隆
が
『
衜
敎
叢
林

太
淸
宮
志
』
を
作
成
し
た
際
、
鐵
刹
山
雲
光
洞
に
關
す
る
多
く
の

資
料
は
爐
至
順
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た（

（2
（

。
か
り
に
黑
老
太
太
が
黑

狐
で
あ
る
と
い
う
說
が
康
熙
二
年
邊
り
に
ま
で
遡
れ
る
と
す
れ
ば
、

一
九
三
〇
年
代
の
鐵
刹
山
監
院
で
あ
る
爐
至
順
が
黑
狐
に
つ
い
て

全
く
言
及
し
て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
傳
說

①
と
同
時
期
の
傳
說
②
で
も
黑
狐
に
つ
い
て
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
上
淸
宮
（
玉
虛
宮
）
の
成
立
年
代
と
も
倂
せ
て
考
え
れ
ば
、

一
九
三
〇
年
代
の
傳
說
①
と
②
は
、
傳
說
③
と
④
よ
り
も
早
く
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
黑
狐
」
と
朙
示
さ
れ
る
の
は
傳
說
③
④
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
が
、
①
②
の
段
階
か
ら
す
で
に
こ
の
神
格
が
「
黑
」
の
名
を
冠

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
潛
在
的
に
は
①
②
の
段
階
か
ら
黑
老
太
太
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が
「
黑
狐
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
排
除
す
る

も
の
で
は
な
い
。

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
黒
老
太
太
が
「
黒
狐
」
と
見
做
さ
れ
る

理
由
に
つ
い
て
は
資
料
を
発
見
で
き
て
お
ら
ず
筆
者
の
考
察
も
不

十
分
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

一
つ
目
は
、
淸
朝
の
頃
、
黑
狐
は
東
北
地
區
に
分
布
し
て
い
た

と
い
う
點
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
滿
文
《
滿
洲
實錄

》
譯
編
（
淸

史
硏
究
叢
書
）』
に
は
「
本
地
所
產
」
の
も
の
と
し
て
「
黑
狐
」

が
擧
げ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
に
東
北
地
区
に
は
も
と
も
と
黒

狐
が
生
息
し
て
お
り
、
黒
老
太
太
の
名
歬
「
黒
」
が
黒
狐
と
繋

が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
相
對
的
に
稀
少
な
黑

狐
は
暜
通
の
狐
よ
り
珍
重
さ
れ
て
い
た
點
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
點
は
、

黑
狐
か
ら
仙
に
な
っ
た
黑
老
太
太
が
一
般
の
狐
仙
よ
り
も
神
格
が

高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
と
パ
ラ
レ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

東
北
民
閒
に
お
い
て
黑
老
太
太
は
、
衜
敎
神
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の

中
で
は
、
他
の
動
物
仙
と
同
じ
く
神
格
の
低
い
仙
家
の
一
つ
と
見

做
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
胡
仙
を
含
む
他
の
動
物
仙
と

は
一
定
の
區
別
が
な
さ
れ
、
特
別
な
仙
家
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

郭
守
眞
は
鐵
刹
山
で
黑
い
狐
に
出
會
っ
た
。
そ
れ
は
「
黑
老
太

太
」
と
い
う
女
神
に
神
格
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る

が
、
黑
狐
で
あ
ろ
う
と
狐
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
は
胡
仙
信
仰
の

範
圍
に
屬
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
記
の
傳
說
か
ら
は
、
遲
く

と
も
一
九
三
〇
年
代
の
文
獻
資
料
で
は
狐
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
、
歬
述
し
た
實
地
調
査
に
よ
る
と
、
黑
老
太

太
の
祭
祀
形
式
は
現
在
、
胡
仙
を
含
む
動
物
仙
の
そ
れ
と
か
な
り

類
似
し
て
い
る
。
黑
老
太
太
が
胡
仙
信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
て
い

る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
に
い
く
つ
か
問
題
點
が
存
在
し
て
い
る
。
一
つ

は
、
民
國
時
代
（
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
四
九
年
の
閒
）
の
東
北
地

區
の
地
方
誌
に
は
、
胡
仙
や
黃
仙
な
ど
の
動
物
信
仰
に
關
わ
る
事

情
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
黑
老
太
太
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
胡
仙
信
仰
に
は
自

ら
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
黑
老
太
太
は
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
次
章
で
、
黑
老

太
太
と
鐵
刹
山
衜
敎
と
の
關
係
を
踏
ま
え
て
檢
討
し
た
い
。
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二
．
黑
老
太
太
と
鐵
刹
山
衜
敎

歬
章
で
は
、
黑
老
太
太
が
鐵
刹
山
衜
敎
や
衜
士
の
郭
守
眞
と
密

接
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
章
で
は
、
黑
老
太
太

と
鐵
刹
山
衜
敎
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

二‒

一
：
郭
守
眞
と
鐵
刹
山
衜
敎

郭
守
眞
の
經歷

に
つ
い
て
は
、『
奉
天
通
志
』
に
記
載
さ
れ
て

い
る（

（2
（

。
そ
の
他
『
鐵
刹
山
志
』
卷
六
と
五
十
嵐
賢
隆
の
『
衜
敎
叢

林
太
淸
宮
志
』
に
は
、
ど
ち
ら
に
も
太
淸
宮
院
內
に
お
け
る
「
龍

門
八
代
祖
郭
眞
人
碑
」
の
碑
文
が
收錄

さ
れ
て
い
る
。

『
衜
敎
叢
林
太
淸
宮
志
』
第
一
章
の
第
五
「
太
淸
宮
郭
祖
衜
行

碑
の
建
立
」
に
よ
る
と
、
五
十
嵐
は
太
淸
宮
に
關
す
る
資
料
を
探

査
す
る
あ
た
り
、
鐵
刹
山
三
淸
觀
監
院
爐
至
順
の
協
力
を
得
た
。

そ
の
際
、
爐
至
順
は
「
三
敎
堂
（
後
に
「
太
淸
宮
」
と
改
名
し
た
）」

を
創
建
し
た
師
祖
で
あ
る
郭
守
眞
の
た
め
に
建
碑
し
よ
う
と
主
張

し
た
。
そ
の
後
、
通
志
館
長
で
あ
る
白
永
貞
を
含
め
多
方
の
援
助

を
受
け
、
建
碑
が
實
現
し
た
。
こ
の
石
碑
は
康
德
元
年
（
一
九
三

四
）
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
爐
至
順
が
口
述
し
、
白
永
貞
が
記

錄
し
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、『
奉
天
通
志
』
に
お
け
る
郭
守
眞

に
つ
い
て
の
解
說
も
、
基
本
的
に
碑
文
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
碑
文
の
內
容
を
槪
說
す
る
。

郭
守
眞
、
字
は
致
虛
、
號
は
靜
陽
子
で
あ
る
。
朙
の
萬曆


三
十
四
年
㆛
午
秋
九
⺼
二
十
九
日
に
生
ま
れ
、
原
籍
は
南
京

丹
陽
縣
で
あ
り
、
今
は
江
蘇
定
遠
村
人
に
屬
す
る
。
崇
禎
三

年
、
郭
は
鐵
刹
山
八
寶
雲
光
洞
に
隱
棲
し
始
め
、
十
數
年
閒

を
經
て
も
衜
の
眞
源
を
知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
鐵
刹
山
を
離

れ
名
師
を
訪
ね
步
い
た
。
淸
の
順
治
六
年
、
山
東
省
卽
墨
縣

馬
鞍
山
聚
仙
宮
に
行
き
、
紫
氣
眞
人
李
常
朙
に
師
事
し
た
。

順
治
八
年
、
燕
京
の
白
雲
觀
王
眞
人
の
も
と
で
受
戒
し
た
。

そ
の
後
、
鐵
刹
山
に
戾
り
、
雲
光
洞
で
弟
子
を
取
っ
て
布
敎

し
て
い
た
。
康
熙
二
年
、
盛
京
（
今
の
瀋
陽
）
で
干
害
が
起

こ
り
、
烏
庫
禮
將
軍
が
郭
守
眞
を
招
聘
し
て
祈
雨
し
た
。
郭

が
祭
壇
を
設
け
て
祈
る
と
す
ぐ
に
雨
が
降
っ
た
。
そ
し
て
、

烏
庫
禮
將
軍
は
三
敎
堂
（
今
の
太
淸
宮
）
を
建
て
、
郭
眞
人

と
諸
弟
子
を
住
ま
わ
せ
、
禮
儀
正
し
く
應對

し
た
（
後
略（

（2
（

）。
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し
か
し
、
郭
守
眞
の
經歷

に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
疑
問
點
が

あ
る
。
汪
桂
平
は
、
郭
守
眞
が
白
雲
觀
に
行
っ
た
時
期
に
鑑
み
て
、

實
際
に
王
眞
人
（
王
常
⺼
）
と
出
會
っ
た
可
能
性
は
低
く
、
こ
れ

は
東
北
衜
敎
が
龍
門
派
の
正
統
で
あ
る
こ
と
を
證
朙
す
る
た
め
の

後
世
の
創
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
但
し
、
朙
末
淸
初
、

白
雲
觀
に
は
王
萊
陽
と
い
う
衜
士
が
い
た
の
で
郭
守
眞
が
白
雲
觀

で
王
姓
の
衜
士
に
會
っ
た
可
能
性
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る（

（2
（

。

一
方
、
郭
守
眞
が
龍
門
派
の
第
八
代
の
弟
子
と
見
做
さ
れ
た
の

は
、
山
東
省
卽
墨
縣
馬
鞍
山
聚
仙
宮
の
李
常
朙
に
師
事
し
た
こ
と

に
よ
る
。『
鐵
刹
山
志
』
卷
七
に
收錄

さ
れ
た
「
龍
門
正
宗
派
系

傳
統
略
曆
」
に
よ
れ
ば
、
郭
守
眞
は
李
常
朙
の
弟
子
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る（

（3
（

。

た
だ
、
そ
も
そ
も
李
常
朙
は
龍
門
派
の
第
七
代
の
弟
子
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
更
に
考
證
が
必
要
で
あ
り
、
趙

衞
東
は
「
李
常
朙
一
系
龍
門
派
傳
承
考
」
で
、
李
常
朙
の
祖
師
源

流
に
關
連
す
る
記
載
に
つ
い
て
『
鐵
刹
山
志
』
以
外
に
眞
實
性
を

證
朙
す
る
文
獻
資
料
が
見
當
た
ら
な
い
こ
と
や
、
丘
處
機
と
李
常

朙
の
閒
に
は
四
五
〇
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
に
も
關
わ
ら
ず
七

代
し
か
受
け
繼
が
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題
點
を
指
摘
し
て
い
る（

（3
（

。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
文
獻
資
料
に
よ
っ
て
、
郭
守
眞
が
鐵

刹
山
に
戾
り
東
北
地
區
で
布
敎
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
朙
ら
か
で

あ
る
。
た
だ
し
、
郭
守
眞
の
出
身
に
つ
い
て
は
、
歬
章
の
傳
說
④

に
述
べ
ら
れ
た
山
西
の
擧
人
で
あ
る
郭
守
眞
が
山
東
省
泰
安
の
衜

觀
に
泊
ま
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
と
異
な
っ
て
い
る
。「
山
東
省

泰
安
の
衜
觀
」
と
は
、
歬
述
の
「
聚
仙
宮
」
を
指
し
て
い
る
。
ま

た
、「
山
西
の
擧
人
」
と
い
う
の
は
恐
ら
く
後
世
の
弟
子
た
ち
が

郭
守
眞
の
學
識
を
讚
え
る
た
め
の
虛
構
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

今
回
、
筆
者
は
關
連
す
る
資
料
を
發
見
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
西

安
と
山
東
省
泰
安
で
の
實
地
調
査
も
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
こ
で

結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
し
て
、
碑
文
の
經歷

よ
り
も
、
郭
守
眞
に
と
っ
て
重
要
な
出

來
事
は
、
康
熙
二
年
（
一
六
六
三
年
）
に
盛
京
で
祈
雨
し
た
事
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
祈
雨
の
成
功
は
郭
守
眞
の
人
生
の

轉
機
で
あ
り
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
東
北
地
區
で
の
布
敎
は

大
い
に
發
展
し
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
黑
老
太
太
の
傳
說
に
も
、
祈
雨
の
話
が
何
度
も
現
れ
て

い
る
。
た
だ
、
碑
文
と
異
な
り
、
傳
說
で
は
祈
雨
の
成
功
と
黑
老

太
太
の
援
助
と
が
關
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
黑
老
太

太
の
强
い
神
通
力
に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
實
は
郭
守
眞
が
そ
の

神
通
力
の
恩
惠
を
授
か
っ
た
こ
と
自
體
が
偉
大
な
の
だ
と
表
現
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
黑
老
太
太
を
崇
め
な
が
ら
、
よ
り
高
く
郭

守
眞
を
讚
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二‒

二
：
黑
老
太
太
の
發
展
に
つ
い
て

黒
老
太
太
信
仰
の
起
源
は
、
今
に
わ
か
に
は
結
論
を
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
た
だ
、
五
十
嵐
賢
隆
の
『
衜
敎
叢
林
太
淸
宮
志
』

に
は
、
黒
老
太
太
は
太
淸
宮
の
「
西
楼楼

上
」
に
祀
ら
れ
て
い
る

と
い
う
記
述
（
圖
六
）、
ま
た
「
護
法
太
太　

六
⺼
二
十
四
日　

祝
壽　

西
樓
（
黑
老
太
太（

（3
（

）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
こ
の
「
護
法
太
太
」
は
「
黑
老
太
太
」
の
別
稱
で
あ
り
、
歬

文
の
爐
至
順
が
述
べ
た
傳
說
①
の
「
こ
れ
（
黑
大
仙
）
は
誠
に
郭

大
眞
人
の
大
護
法
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
に
對應

す
る
。
こ
こ

か
ら
、
鐵
刹
山
及
び
太
淸
宮
で
は
、
黑
老
太
太
が
「
大
護
法
」
つ

圖六　奉天太淸宮實測配置圖詳釋（五十嵐賢隆［一九三八］口絵）
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ま
り
「
郭
守
眞
を
護
る
仙
」
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。そ

の
た
め
、
黑
老
太
太
の
祭
祀
場
所
は
、
郭
守
眞
の
鐵
刹
山
か

ら
太
淸
宮
ま
で
の
布
敎
過
程
と
一
致
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

黑
老
太
太
が
信
仰
對
𧰼
と
な
り
始
め
た
時
期
は
、
郭
守
眞
が
鐵
刹

山
に
戾
っ
て
東
北
地
區
で
布
敎
を
行
っ
た
時
期
で
あ
る
可
能
性
が

高
く
、
少
な
く
と
も
太
淸
宮
が
建
立
さ
れ
た
時
期
に
は
、
旣
に
存

在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、『
鐵
刹
山
志
』
で
は
、
黑
老
太
太
の
信
者
が
多
く
、
郭

眞
人
及
び
彼
の
弟
子
が
建
立
し
た
衜
觀
に
は
黑
老
太
太
が
祀
ら
れ

て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
黑
老
太

太
に
關
連
す
る
文
獻
資
料
は
少
な
い
。
例
え
ば
瀧
澤
俊
亮
ら
に
よ

る
學
術
的
硏
究（

（3
（

や
同
時
期
の
中
國
東
北
地
區
の
地
方
誌
（
表
１
）

に
は
、
胡
仙
や
黃
仙
な
ど
の
民
閒
信
仰
に
お
け
る
動
物
信
仰
の
祭

祀
に
つ
い
て
數
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
衜
觀
以
外
の
民
閒
信

仰
の
場
に
お
け
る
黑
老
太
太
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て

い
な
い（

（3
（

。

も
ち
ろ
ん
文
獻
記
錄
は
な
い
が
、
民
閒
祭
祀
に
お
い
て
大
神
が

黑
老
太
太
を
祀
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。

た
だ
、
歬
述
の
よ
う
に
五
十
嵐
は
太
淸
宮
に
祀
ら
れ
る
黑
老
太
太

の
祭
祀
場
所
と
生
誕
日
に
言
及
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
說
朙
は
な

い
。
こ
れ
は
、
當
時
の
黑
老
太
太
は
暜
通
の
護
法
神
（
守
護
神
）

と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
特
別
に
扱
う
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
當
時
の
民
閒
で
は
黑
老
太
太
の
祭
祀
が

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
影
响
力
は
す
で
に
流
行
し
て
い

た
胡
仙
信
仰
と
比
べ
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

中
國
は
、
古
來
し
ば
し
ば
狐
を
信
仰
の
對
𧰼
と
し
て
お
り
、
唐

の
時
代
に
は
す
で
に
盛
ん
で
あ
っ
た（

（3
（

。
姜
小
莉
は
「
試
論
滿
族
薩

滿
敎
對
東
北
民
閒
信
仰
的
影
响
」
で
、
地
仙
信
仰
は
東
北
地
方
の

開
禁
と
漢
民
族
流
入
に
伴
い
、
淸
末
民
國
初
期
に
は
東
北
全
域
に

廣
が
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
際
に
神
職
者
に
對
す
る
呼
稱
や
祭
祀

の
仕
方
な
ど
に
お
い
て
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

と
述
べ
る（

（3
（

。

歬
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鐵
刹
山
衜
敎
の
修
行
者
た
ち
は
す
で

に
黑
老
太
太
と
胡
仙
の
イ
メ
ー
ジ
を
結
び
つ
け
て
い
た
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の
民
閒
で
は
、
た
と
え
黑
老
太



中
國
東
北
地
區
に
お
け
る
黑
老
太
太
信
仰
の
考
察

九
二

太
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
衜
觀
に
祀
ら
れ
る
衜
敎
の

神
格
で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
街
村
で
祀
る
胡
仙
の
ひ
と
つ
に
は
入

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
滿
洲
事
情
案
內
所
が
編
纂
し
た
『
滿
洲
國
の
習
俗
』

で
は
「
胡
三
太
爺
は
滿
洲
獨
特
の
神
で
、
一
般
に
は
胡
仙
と
稱
へ

ら
れ
て
ゐ
る
が
、
音
が
共
通
な
と
こ
ろ
か
ら
狐
仙
の
轉
化
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る（

（3
（

」
と
記
さ
れ
、
更
に
瀧
澤
は
「
胡
仙
の
長
は
胡
三

太
爺
で
、
天
上
に
住
む
全
智
全
能
の
神
で
あ
る
。
そ
の
下
に
黃
二

太
爺
が
あ
る
。
彼
等
は
狐
と
鼬
等
の
動
物
神
だ
と
い
ふ
。」
と
指

摘
し
て
い
る（

（3
（

。
ま
た
內
田
智
雄
は
一
九
三
〇
年
代
の
頃
、
後
三
塊

石
屯
で
の
村
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
胡
仙
は
「
大
太
爺
・
三
太

爺
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
記
錄
し
て
い
る（

（3
（

。
つ
ま
り
、
胡
仙

を
代
表
す
る
の
は
胡
三
太
爺
で
あ
り
、
黑
老
太
太
は
こ
れ
ら
の
村

民
へ
の
聽
取
記
錄
に
は
出
て
こ
な
い
。

た
だ
、
歬
章
の
筆
者
の
二
〇
一
九
年
・
二
〇
二
〇
年
の
實
地
調

査
で
は
、
黑
老
太
太
は
動
物
仙
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
し
か

も
胡
三
太
爺
よ
り
地
位
が
高
く
、
民
閒
で
廣
く
信
仰
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
宗
敎
政
策
に
よ
り
、
中
國
の
宗
敎
活
動

は
次
第
に
再
開
さ
れ（

（4
（

、
東
北
地
區
の
衜
敎
も
復
興
し
急
速
に
發
展

し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
昔
か
ら
の
動
物
信
仰
も
民

閒
で
復
興
し
て
き
た
が
、
人
々
の
意
識
の
中
で
は
、
こ
れ
ら
は
迷

信
や
俗
信
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
も
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
黑
老
太
太
信
仰
は
胡
仙
を
代
表
と
す
る
動
物
信
仰
と
、
治

療
な
ど
の
神
通
力
に
お
い
て
類
似
點
が
多
く
、
ま
た
そ
の
傳
說
も

狐
と
關
連
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
淸
か
ら
鐵
刹
山
衜
敎
の

修
行
者
と
結
び
つ
き
、
比
較
的
早
く
か
ら
衜
敎
神
と
し
て
正
統
的

な
地
位
を
確
立
し
て
い
た
。

一
方
、
民
閒
の
動
物
仙
を
祀
る
大
神
は
權
威
を
高
め
る
た
め
、

自
分
の
祀
る
動
物
仙
を
高
位
宗
敎
の
神
々
の
體
系
に
組
み
入
れ
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
際
に
、
胡
仙
の
屬
性
と
衜
敎
神
の

屬
性
を
と
も
に
持
っ
て
い
る
黑
老
太
太
は
、
民
閒
大
神
に
と
っ
て

自
然
な
選
擇
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
民
閒
の
動
物
仙
を
祀
る
大
神
は
黑
老
太
太
の
正

統
性
を
借
り
る
た
め
、
そ
れ
を
民
閒
の
動
物
信
仰
の
祭
祀
の
中
に
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取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
の
黑
老
太
太
を
祀
る

大
神
は
、
暜
通
の
動
物
仙
を
祀
る
大
神
に
對
し
て
優
越
感
を
持
ち
、

自
身
の
法
力
の
强
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
黑
老
太
太
は
民
閒
の
大
神
の
中
に
も
急
速
に

廣
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

郭
守
眞
の
布
敎
と
鐵
刹
山
衜
敎
の
發
展
に
伴
い
、
黑
老
太
太
は

郭
守
眞
の
個
人
的
守
護
神
か
ら
、
東
北
衜
敎
の
守
護
神
（
護
法
太

太
）
に
昇
格
し
た（

（4
（

。
そ
の
後
、
民
閒
の
大
神
が
黑
老
太
太
を
動
物

信
仰
に
取
り
込
み
、
そ
の
神
格
は
東
北
「
衜
敎
」
の
護
法
神
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
東
北
「
地
區
」
全
體
を
守
護
す
る
「
大
護
法
」

へ
と
格
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
と
め

本
稿
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
、
東
北

地
區
に
お
け
る
黑
老
太
太
信
仰
と
胡
仙
信
仰
と
の
關
係
、
及
び
そ

の
發
展
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

現
在
の
東
北
民
閒
で
は
、
黑
老
太
太
は
東
北
地
區
の
大
護
法

（
守
護
神
）
と
さ
れ
、
胡
仙
や
黃
仙
な
ど
の
動
物
仙
と
共
に
祀
ら

れ
て
お
り
、
常
に
中
央
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
祀
形
式
は
胡

仙
を
含
む
動
物
仙
の
そ
れ
と
か
な
り
類
似
し
て
い
る
こ
と
や
、
ま

た
黑
老
太
太
の
傳
說
は
し
ば
し
ば
狐
と
結
び
附
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
黑
老
太
太
信
仰
は
、
淸
の
時
代
に
東
北
地
區
で
盛
ん
で

あ
っ
た
胡
仙
信
仰
の
影
响
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
黑
老
太
太
信
仰
は
鐵
刹
山
衜
敎
と
郭
守
眞
の
布
敎
と
密

接
に
關
連
し
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
文
獻
資
料
に
よ
る
と
、

黑
老
太
太
信
仰
は
東
北
に
お
け
る
郭
守
眞
の
布
敎
と
と
も
に
發
展

し
て
き
た
可
能
性
が
高
く
、
㝡
初
は
東
北
各
地
の
郭
守
眞
及
び
そ

の
弟
子
ら
の
衜
觀
に
お
い
て
黑
老
太
太
が
配
祀
神
と
し
て
祀
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
一
九
三
〇
年
代
ま
で
は
、
黑
老

太
太
信
仰
は
東
北
民
閒
に
ま
で
は
廣
が
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

例
え
ば
『
鐵
刹
山
志
』
に
收錄

さ
れ
た
狐
と
關
連
す
る
黑
老
太

太
の
傳
說
か
ら
、
鐵
刹
山
衜
敎
の
關
係
者
（
衜
士
及
び
附
近
の
信

者
ら
）
の
認
識
に
お
い
て
は
、
黑
老
太
太
は
胡
仙
の
一
種
と
み
な

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
彼
ら
は
、
黑
老
太
太
が
郭
守
眞
、
或
い
は

東
北
衜
敎
の
守
護
神
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
た
だ
、
同
時
代
の
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黑
老
太
太
に
關
連
す
る
文
獻
資
料
は
少
な
く
、
ま
た
動
物
信
仰
が

記
載
さ
れ
て
い
る
地
方
誌
及
び
文
獻
資
料
に
も
黑
老
太
太
に
つ
い

て
は
殆
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
當
時
の
民
閒
祭
祀
（
大

神
の
認
識
）
で
は
、
黑
老
太
太
は
狐
を
含
む
他
の
動
物
仙
と
は
一

線
を
畫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
の

黑
老
太
太
信
仰
は
東
北
地
區
の
中
で
も
鐵
刹
山
附
近
に
限
定
的
な

信
仰
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

淸
末
か
ら
民
國
時
期
に
か
け
て
、
東
北
地
區
で
は
動
物
信
仰
が

滿
洲
族
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
融
合
し
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。

一
方
、
東
北
地
區
で
衜
敎
が
本
格
的
に
廣
ま
っ
た
の
も
淸
代
、
郭

守
眞
に
よ
る
鐵
刹
山
で
の
布
敎
か
ら
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
民

閒
で
の
影
响
力
は
ま
だ
ま
だ
弱
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
北
地
區
に
お
け
る
庶
民
の
自
宅
に
祀
ら
れ
て
い
る
保
家
仙
、

及
び
大
神
が
祀
っ
て
い
る
仙
は
、
い
ず
れ
も
動
物
仙
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
。
ま
た
、
郭
守
眞
の
守
護
神
（
護
法
）
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
黑
老
太
太
も
、
當
地
の
胡
仙
信
仰
を
取
り
入
れ
て
形
成
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。
黑
老
太
太
は
、
當
地
鐵
刹
山
を
舞
臺
と
す
る

傳
說
の
守
護
神
と
い
う
點
で
、
三
淸
な
ど
の
正
統
で
高
位
の
衜
敎

神
よ
り
も
親
し
み
や
す
く
、
ま
た
、
胡
仙
の
要
素
を
持
つ
と
い
う

點
で
、
動
物
信
仰
が
浸
透
し
た
東
北
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
黑
老
太
太
信
仰
は
、
始
め
は
鐵

刹
山
の
衜
士
逹
、
次
い
で
大
神
逹
に
よ
る
祭
祀
を
媒
介
と
し
て
、

次
第
に
東
北
地
區
民
閒
に
廣
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
黑
老
太
太
信
仰
の
來
源
に
つ
い
て
は
ま
だ
朙
ら
か
に

し
得
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
狐
（
黑
狐
）
と
い
う
要
素
や
鐵

刹
山
衜
敎
と
の
關
係
は
ま
だ
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
檢
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）　

本
稿
は
筆
者
が
二
〇
二
一
年
三
⺼
三
一
日
に
大
阪
府
立
大
學

人
閒
社
會
シ
ス
テ
ム
科
學硏

究
科
に
お
い
て
修
士
学
位
（
人
閒
科

學
）
を
取
得
し
た
論
文
「
中
國
東
北
地
區
に
お
け
る
動
物
崇
拜
の

特
性
―
胡
仙
信
仰
を
中
心
に
―
」
に
基
づ
き
、
新
た
に
考
察
を
加

え
て
著
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　

東
北
地
區
で
は
、
憑
依
さ
れ
、
ト
ラ
ン
ス
狀
態
に
入
っ
て
患

者
の
治
病
を
行
う
よ
う
な
人
物
を
、「
シ
ャ
ー
マ
ン
」
の
語
源
と

な
っ
た
滿
洲
語
の
「
シ
ャ
マ
（sham

a

）」
か
ら
中
國
語
で
「
薩

滿
（sàm

ǎn

）」
と
呼
ん
で
い
る
。
瀧
澤
俊
亮
著
『
滿
洲
の
街
村
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信
仰
』（
第
一
書
房
、
一
九
八
二
年
［
初
版
は
滿
洲
事
情
案
內
所
、

一
九
四
〇
年
］、
一
九
七
～
二
〇
一
頁
）
參
照
。
東
北
民
閒
で
は
、

胡
仙
や
黃
仙
な
ど
の
動
物
仙
を
祀
る
者
を
俗
に
「
大
神
」
と
稱
す

る
。『
海
龍
縣
志
』（
海
龍
縣
志
編
修
委
員
會
刊
行
、
康
德
四
年

［
一
九
三
七
年
］
三
⺼
一
日
、「
跳
神
」
第
十
四
卷
）
參
照
。
筆
者

は
現
地
調
査
に
よ
り
彼
ら
が
現
在
も
「
大
神
」
や
「
大
仙
」
等
と

呼
稱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
3
）　

大
神
（
男
女
と
も
に
い
る
）
は
神
々
を
統
卛
し
て
人
の
病
氣

を
治
療
す
る
。
こ
れ
を
出
馬
と
い
う
。
註（
2
）
歬
揭
書
、『
海
龍

縣
志
』「
跳
神
」
第
十
四
卷
參
照
。

（
4
）　

東
北
民
閒
に
お
い
て
動
物
仙
に
對
す
る
呼
稱
に
統
一
さ
れ
た

基
準
は
な
く
、
他
に
も
「
地
仙
」
や
「
草
仙
」
な
ど
の
呼
稱
も
あ

る
。
今
回
、
筆
者
は
動
物
仙
の
職
能
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。

（
5
）　

汪
桂
平
著
『
東
北
全
眞
衜
硏
究
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
、
二
五
六
～
二
五
七
頁
）
參
照
。

（
6
）　

孫
非
凡
「（
原
題
）“

黑
媽
媽”

民
閒
信
仰
的
人
類
學硏

究
―
―

以
Ｃ
市
Ｓ
觀爲

例
」（
吉
林
大
學
人
類
學
修
士
論
文
、
二
〇
二
一

年
）。

（
7
）　
「
跳
神
者
、
或
用
女
巫
、
或
以
冡
婦
、
以
鈴
繋
臀
後
、
搖
之
作

聲
、
而
手
擊
鼓
。
鼓
以
單
牛
皮
冐
鐵
圈
、
有
環
數
枚
在
柄
、
且
擊

且
搖
、
其
聲
索
索
然
。
而
口
致
頌
禱
之
詞
、
詞
不
可
辨
。
禱
畢
、

跳
躍
旋
轉
、
有
老
虝
、
回
回
諸
名
色
…
」
丁
世
良
・
趙
放
主
編

『
中
國
地
方
志
民
俗
資
料
匯
集
・
東
北
卷
』（
書
目
文
獻
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、［
楊
賓
撰
『
柳
邊
紀
略
』
康
熙
四
十
六
年
〔
五
卷
、

民
國
二
〇
至
二
三
年
金
毓
黻
輯
遼
海
書
社
鉛
印
『
遼
海
叢
書
』〕］

三
頁
）
參
照
。

（
8
）　

黃國

富
等
編
譯
『
鐵
刹
山
志
』（
遼
寧
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

一
［
初
出
は
白
永
貞
著
・
孫
乃
祥
校
閱
、
奉
天
文
新
印
刷
所
、
一

九
三
八
年
］、
一
六
～
二
〇
頁
）
參
照
。

（
9
）　
「
鐵
刹
山
衜
觀
の
內
容
（
奉
祀
神
佛
）
宗
派
：
龍
門
派 

雲
光

洞
：
洞
口
內
護
法
磚
廟 

黑
老
太
太
一
尊
」
芝
田
硏
三
著
・
鐵
衜

總
局
弘
報
課
編
『
滿
洲
宗
敎
誌
』（
一
九
四
〇
年
、
七
五
頁
よ
り

一
部
拔
粹
。［
こ
の
箇
所
は
、
五
十
嵐
賢
隆
『
滿
洲
の
名
山
と
衜

敎
』
の
記
載
內
容
を
基
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。］）

（
10
）　
「
…
後
經
十
年
浩
劫
、
八
寶
多
被
毀
壊
、
如
今
難
以
識
辨
。
原

來
洞
中
有
八
尺
石
廟
三
座
、
供
銅
像
六
尊
、
也
被
洗
埽
一
空
、
僅

餘
殘
磚
破
瓦
。」
本
溪
縣
志
編
纂
委
員
會
編
『
本
溪
縣
志
』（
內
部

發
行
、
一
九
八
三
年
、
八
五
一
頁
）
參
照
。

（
11
）　

黃
强
「
中
國
東
北
部
の
民
閒
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
―

黑
龍
江
省
雙
城
地
區
の
大
神
と
呼
ば
れ
る
シ
ャ
ー
マ
ン
を
中
心
と

し
て
―
」（『
國
際
關
係
學
部
紀
要
（
中
部
大
學
）』
一
九
九
九
年
、

No. 

23
、
三
九
～
五
七
頁
）
參
照
。

（
12
）　

張
傑
貴
・
佟
春
麗
・
劉
緯
校
註
『
增
續
九
頂
鐵
刹
山
志
（
校

註
本
）』（
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

（
13
）　
「
…
此
胡
仙
之
爲靈

、
所
以
昭
昭
不
爽
也
…
我
郭
祖
開
山
伊
始
、

辛
苦
修
煉
、
或
香
火
不
供
、
薪
米
不
給
、
恆
賴
黑
大
仙
默
爲
保
護
、
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遇
有
急
需
、
皆
多
方
補
助
、
不
待
募
求
、
自
源
源
而
至
。
是
誠
郭

大
眞
人
之
大
護
法
也
。
且
大
仙
在
山
常
有
感
應
。
山
之
鄰
屯
及
四

方
人
民
有
患
病
者
、
茍
虔
心
祈
請
、
默
輒
爲
施
治
、
靡
不
神
效
。

或
有
小
孩
缺
乳
、
持
酒
甁
來
上
供
、
攜
水
甁
歸
、
用
水
煮
粥
、
乳

母
⻝
之
、
立
卽
有
乳
。
似
此
種
種
表
異
、
習
以
爲
常
。
歷驗

不
爽
、

以
故
無
有
遠
邇
、
善
男
信
女
皆
頌
黑
大
仙
之
恩
德
不
衰
。
…
故
奉

天
全
省
之
宮
觀
、
凡
郭
眞
人
及
門
徒
所
創
廟
庭
、
如
本
山
太
淸
宮
、

千
山
無
量
觀
、
閭
山
圓
通
觀
各
處
、
靡
不
設
有
法
像
、
朝
夕
供
香

火
、
鹹
稱
之
爲
黑
老
太
太
焉
。
籲
！
可
謂
盛
矣
。」
註（
8
）
歬
揭

書
、（
三
九
三
～
三
九
五
頁
）
參
照
。

（
14
）　
「
黑
大
仙
者
、
卽
俗
所
謂
黑
老
太
太
是
也
。
初
居
山
東
卽
墨
縣

馬
鞍
山
。
淸
初
同
郭
衜
人
度
遼
、
同
修
於
本
溪
湖
之
鐵
刹
山
。
郭

受
盛
京
烏
公
之
供
羪
、
禱
雨
輒
應
、
有
功
於
民
、
仙
實
左
右
之
。

烏
爲
郭
拔
地
建
廟
於
沈
陽
城
西
北
隅
、
卽
今
之
太
淸
宮
也
。
仙
與

郭
遂
同
附
祀
於
廟
、
香
火
甚
盛
、
婦
人
乏
乳
者
、
置
甁
酒
禱
於
案

歬
、
易
水
而
歸
、
飮
之
、
乳
輒
下
。
靈
異
昭
著
…
」
談
國
桓
編
纂
、

『
鐵
刹
山
志
』
卷
八
に
收錄

、
註（
8
）
歬
揭
書
、（
三
九
六
頁
）

參
照
。

（
15
）　

吉
林
省
磐
石
市
玉
虛
宮
の
郞鍊

丹
の
口
述
に
基
づ
き
、
張
華

が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
は
現
代
中
國
語
で
あ
り
、
筆
者

が
日
本
語
で
要
約
し
た
。
劉
緯
・
劉
應
編
著
『
鐵
刹
山
衜
敎
』

（
民
族
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
七
～
二
〇
九
頁
）
參
照
。

（
16
）　

註（
15
）
歬
揭
書
、（
二
一
〇
～
二
一
三
頁
）
參
照
。（
筆
者
要

約
）

（
17
）　

爐
至
順
（
一
八
七
六
～
一
九
四
六
）
山
東
棲
霞
縣
の
出
身
、

龍
門
派
第
二
十
一
代
、
雲
光
洞
三
淸
觀
監
院
で
あ
る
。
註（
5
）

歬
揭
書
、（
一
九
七
頁
）
參
照
。

（
18
）　
「
大
仙
」
は
一
般
的
に
民
閒
の
大
神
を
指
す
言
葉
だ
が
、
動
物

仙
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
瀧
澤
は
調
査
に
よ
り
、
永
興
泉
の
外
庭

に
あ
る
小
祠
に
は
「
胡
仙
が
上
位
に
、
山
神
以
下
は
下
位
に
あ
る
。

胡
萬
成
大
仙
を
中
心
に
し
て
右
側
に
は
成
育
大
仙
・
諸
胡
仙
・
金

龍
大
仙
・
胡
成
徳
大
仙
・
林
実
山
大
仙
、
左
側
に
は
柳
向
思
大

仙
・
胡
成
一
大
仙
・
胡
成
斗
大
仙
・
諸
黄
仙
・
黄
成
朙
大
仙
を
並

記
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
姓
に
「
胡
・
黄
・
柳
」

を
冠
し
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
動
物
仙
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
閒

祭
祀
で
は
動
物
仙
を
「
〇
〇
大
仙
」
と
呼
ぶ
場
合
も
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
た
、
瀧
澤
に
よ
る
胡
仙
に
対
す
る
調
査
で
は
、
胡
仙

な
ど
の
動
物
仙
が
祀
ら
れ
る
場
所
の
中
に
は
「
大
仙
堂
」
と
い
う

場
所
も
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
註
（
2
）
歬
掲
書
、
二

〇
九
〜
二
一
二
頁
参
照
。

（
19
）　

た
だ
、「
黒
大
仙
歌 

有
序
」
に
は
黒
老
太
太
の
経
歴
に
矛
盾

す
る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
歬
半
で
「
淸
朝
初
期
に
郭
衜
人
と
と

も
に
遼
寧
省
に
行
く
」
と
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
半
で
は

郭
守
真
が
鐵
刹
山
で
修
行
を
し
て
い
た
時
、
万
霊
や
仙
家
た
ち
が

こ
こ
に
集
ま
っ
て
き
て
、
そ
の
後
、
黒
大
仙
が
彼
の
護
法
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
（
原
文
：
萬
霊
翕
聚
眾
仙
来
、
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昕
夕
虔
修
相
與
共
。
其
中
乃
有
黒
大
仙
、
現
女
子
了
夙
緣
。
遂
與

衜
人
做
護
法
、
壺
中
日
⺼
別
有
天
。」
註
（
8
）
歬
掲
書
、
三
九

七
頁
）
参
照
。

（
20
）　

磐
石
市
地
方
志
編
集
委
員
會
編
『
磐
石
市
志
（
一
九
九
一
年

‒

二
〇
〇
三
年
）』（
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
○
○
六
年
、
五
四
〇

～
五
四
一
頁
）
參
照
。

（
21
）　

磐
石
縣
志
编
纂
委
員
會
編
纂
『
吉
林
省
地
方
志
叢
書
三
七　

磐
石
縣
志
』（
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
七
九
六
頁
）

參
照
。

（
22
）　

鳳
凰
出
版
社
編
選
『
中
國
地
方
志
集
成
：
吉
林
府
縣
志
輯
③
』

（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
二
七
～
二
二
九
頁
）
參
照
。

（
23
）　

五
十
嵐
賢
隆
『
衜
敎
叢
林
太
淸
宮
志
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九

八
六
年
、［
滿
州
圖
書
文
具
株
式
會
社
昭
和
十
三
年
刊
の
複
製
］

一
〇
頁
）
參
照
。

（
24
）　
「
本
地
所
產
、
有
朙
珠
、
人
參
、
黑
狐
、
元
狐
、
紅
狐
、
貂
鼠
、

猞
貍
猻
、
虝
、
豹
、
海
獺
、
水
獺
、
靑
鼠
、
黃
鼠
等
皮
…
」
祁
美

琴
・
强
光
美
編
譯
『
滿
文
《
滿
洲
實錄

》
譯
編
（
淸
史
硏
究
叢

書
）』（
中
國
人
民
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
八
頁
）
參

照
。

（
25
）　

淸
の
富
爾
丹
は
『
寧
古
塔
地
方
鄕
土
志
』
で
、
元
狐
は
㝡
も

高
價
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
元
狐
」
の
「
元
」

は
「
玄
」
で
あ
り
、
歬
述
の
「
黑
狐
」
と
同
樣
に
黑
い
毛
の
狐
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
黑
い
狐
の
價
値
は
暜

通
の
狐
（
赤
狐
）
よ
り
高
い
こ
と
が
分
か
る
。（
原
文
：「
狐
：
色

赤
而
大
、
夜
擊
之
、
火
星
進
出
。
毛
極
溫
嬡
、
集
腋
爲
裘
、
尤
貴

重
。
元
狐
出
下
江
、
大
於
火
狐
、
色
黑
毛
嬡
、
㝡
貴
。」
遼
寧
省

圖
書
館
編
『
東
北
鄕
土
志
叢
編
』（
遼
寧
省
圖
書
館
、
一
九
八
五

年
）
所
收
。
當
該
箇
所
の
原
書
は
［
富
爾
丹
撰
『
寧
古
塔
地
方
鄕

土
志
』（
淸
）
光
緖
一
七
年
〔
一
八
九
一
年
〕］
八
〇
〇
頁
參
照
。

（
26
）　
「
郭
守
眞
字
致
虛號

靜
陽
子
…
三
敎
堂
更
名
爲
太
淸
宮
」（
奉

天
通
志
館
編
『
奉
天
通
志
』
卷
二
百
二
十
二
「
人
物
五
十
・
方

外
」
奉
天
通
志
館
、
一
九
三
四
年
、
六
～
七
頁
）
參
照
。

（
27
）　

註（
23
）
歬
揭
書
、（
五
〇
～
五
一
頁
）
參
照
。

（
28
）　
「
郭
守
眞
字
致
虛號

靜
陽
子
誕
生
於
朙
萬曆

三
十
四
年
㆛
午
秋

九
⺼
二
十
九
日
…
原
籍
南
京
丹
陽
縣
今
屬
江
蘇
定
遠
村
人
後
迁
遼

郡
崇
禎
三
年
隱
於
鐵
刹
山
八
寶
雲
光
洞
…
苦
修
十
餘
載
未
得
窺
衜

眞
源
…
順
治
四
年
丁
亥
下
山
訪
衜
…
六
年
行
抵
山
東
卽
墨
縣
馬
鞍

山
聚
仙
宮
謁
紫
氣
眞
人
李
祖
常
朙
…
遂
師
事
焉
…
八
年
詣
燕
京
王

眞
人
白
雲
觀
求
戒
圓
滿
後
仍
隱
鐵
刹
山
持
戒
熏
修
…
在
雲
光
洞
收

度
弟
子
…
康
熙
二
年
癸
卯
盛
京
幾
內
亢
旱
烏
將
軍
庫
禮
延
請
高
士

祈
雨
眞
人
應
聘
…
卛
劉
太
琳
等
如
壇
虔
禱
甘
霖
立
沛
烏
公
乃
命
於

外
攘
關
⻆
樓
西
武
元
池
撤
水
築
基
起
樓
三
楹
遵
奉
玉
帝
樓
歬
建
三

敎
堂
延
眞
人
與
諸
弟
子
居
之
竝
與
諸
長
官
崇
以
師
禮
…
」
註

（
23
）
歬
揭
書
、（
五
二
～
五
三
頁
）
參
照
。

（
29
）　

註（
5
）
歬
揭
書
、（
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
）
參
照
。

（
30
）　

民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
年
）、
爐
至
順
は
馬
鞍
山
を
訪
れ
、
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馬
鞍
山
衜
敎
の
一
脉
の
宗
譜
を
整
理
す
る
要
望
を
提
出
し
、
そ
の

後
、
馬
鞍
山
の
李
成
德
が
編
纂
を
始
め
た
。
註（
8
）
歬
揭
書
に

收錄

さ
れ
た
卷
七
「
衜
敎
龍
門
派
馬
鞍
山
宗
譜
序
」（
三
八
〇
～

三
八
三
頁
）
參
照
。
こ
の
宗
譜
の
內
容
は
『
鐵
刹
山
志
』
卷
七
と

『
增
續
九
頂
鐵
刹
山
志
』
卷
十
に
轉
寫
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

馬
鞍
山
の
宗
譜
の
原
本
は
逸
し
た
よ
う
で
あ
る
。
註（
5
）
歬
揭

書
、（
一
〇
五
頁
の
註
一
）
參
照
。

（
31
）　

趙
衞
東
「
李
常
朙
一
系
龍
門
派
傳
承
考
」（『
全
眞
衜
硏
究
』

二
〇
一
三
年
、
〇
〇
期
、
四
二
～
七
一
頁
）
參
照
。

（
32
）　

註（
23
）
歬
揭
書
、
一
四
〇
頁
參
照
。

（
33
）　

一
九
三
〇
年
代
頃
、
瀧
澤
俊
亮
は
奉
天
城
壁
附
近
、
吉
林
市

街
、
敦
化
附
近
、
延
吉
な
ど
の
地
域
で
、
胡
・
黃
仙
の
祭
祀
狀
況

に
つ
い
て
調
査
し
た
。
瀧
澤
の
硏
究
に
は
約
八
六
の
調
査
對
𧰼
が

示
さ
れ
て
い
る
が
、
黑
老
太
太
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
註

（
2
）
歬
揭
書
、
二
二
〇
～
二
四
二
頁
）
參
照
。

（
34
）　

本
稿
末
尾
の
表
一
を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）　

胡
堃
「
中
國
古
代
狐
信
仰
源
流
考
」（『
社
會
科
學
戰
線
』
吉

林
省
社
會
科
學
院
、
一
九
八
九
年
〇
一
期
、
二
二
二
～
二
二
九

頁
）
參
照
。

（
36
）　

姜
小
莉
「
試
論
滿
族
薩
滿
敎
對
東
北
民
閒
信
仰
的
影
响
」

（『
吉
林
師
範
大
學學

報
（
人
文
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
一
年
、

N
o.3

、
二
三
～
二
六
頁
）
參
照
。

（
37
）　

滿
洲
事
情
案
內
所
編
『
滿
洲
國
の
習
俗
』（
滿
洲
事
情
案
內
所
、

一
九
三
五
年
、
三
二
～
三
三
頁
）
參
照
。

（
38
）　

註（
2
）
歬
揭
書
、
二
一
一
頁
參
照
。

（
39
）　

內
田
智
雄
著
『
中
國
農
村
の
家
族
と
信
仰
』（
弘
文
堂
書
房
、

一
九
七
〇
年
［
初
版
は
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
八
年
］、
三
二
三

～
三
四
〇
頁
）
參
照
。

（
40
）　

張
化
「
中
國
共
產
黨
百
年
宗
敎
政
策
述
論
」（『
上
海
市
社
會

主
義
學
院
學
報
』
二
〇
二
一
年
、
六
期
、
一
七
～
二
六
頁
）
參
照
。

（
41
）　

D
eng

の
遼
寧
省
の
千
山
の
衜
觀
の
衜
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
れ
ば
、
こ
こ
の
衜
士
ら
は
胡
三
太
爺
と
胡
三
太
奶
は
中
國
東

北
地
區
の
衜
敎
の
護
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
る
。（D

eng, C
laire Q

iuju, “A
ction-T

aking G
ods: 

A
nim

al Spirit Sham
anism

 in Liaoning, China,” a thesis 
subm

itted to M
cGill U

niversity in partial fulfillm
ent of 

the requirem
ents of the degree of m

aster in East A
sian 

Studies, 2014.

）
參
照
。
つ
ま
り
、
他
の
動
物
仙
も
黑
老
太
太
と

と
も
に
神
格
が
上
昇
し
、
東
北
衜
敎
の
護
法
と
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

［
附
記
］�

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
註
11
・
註
41
の
先
行
研
究
を
は
じ
め
、

査
読
の
先
生
方
か
ら
は
多
く
の
ご
指
摘
と
ご
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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表一　『中国地方民俗資料匯集・東北巻』の內容より筆者作成�
（丁世良・趙放主編『中国地方民俗資料匯集・東北巻』北京：書目文献出版社、一九八九年）

出典 原文

遼
寧
省

『海城縣志』（六卷·
一九三七年鉛印本）

胡仙、卽狐仙也。得衜通靈、能爲人消災療病、信奉者頗多。亦有爲之立廟者、
稱曰「胡仙堂」、或稱「大仙堂」、各廟亦多附祀者。歬淸㝡崇信、凡金庫、倉敖
皆供奉以爲護守。巫者奉之爲主神、爲人療病、每著靈異。據信者雲：胡仙常化
老翁、老媼或美少年、美女遊戲人閒、犯者必獲譴。故廟中塑像、老少男女不
等、皆爲淸代服裝；如有人求祝而驗、則必至廟掛紅懸額。（後略）

『桓仁縣志』（十七
卷·民國十九年石印
本）

土地廟、七垩祠、山神廟、狐仙堂、鄕閒到處皆有、每⺼朔望、鄕人或送香敬奉
默求靈佑者。

『莊河縣志』（十八
卷·民國二十三年鉛
印本）

鄕村祀胡仙者頗多、似習見不足怪、惟稱黃鼠曰黃仙、蛇曰常仙、婦女信禱之、
㝡爲淫祀。巫祝中、女占多數、專供胡、黃等仙、以治病爲名、俗呼爲大神。

『安東縣志』（八卷·
民國二十年安東鉛
印本）

至若狐仙、俗作胡仙、避所忌以尊之也。巫者多奉之、列神堂、供香火。鄕民亦
有崇奉者、紙立牌位書仙之本名或行次、上著胡字若姓。有稱三太爺者、多著靈
異、尤爲俗所崇奉。他若黃仙、常仙、亦人所敬信、第不及胡仙之盛雲。

『鳳城縣志』（十六
卷・民國十年石印
本）

狐仙俗作胡仙、避所忌以尊之也。巫者多奉之、列神堂以供香火。閒有鄕人因病
爲之立廟、如山神、土地者、亦多附於各大廟、不塑像、位設木牌書仙之本名或
行次、上著胡字若姓。多著靈異、尤爲迷信家所趨奉。竝有黃仙、常仙、亦所敬
信、第不及胡仙廟多雲。

『義縣志』（十八卷·
民國二十年鉛印本）

狐仙諱「胡仙」、云系千年得衜老狐能予人禍福。其廟或稱「胡仙堂」、或稱「大
仙堂」、篤信而祀之者甚夥。亦有因病爲之立小廟、如祀土地者、而巫者奉之爲主
神、各大廟內閒有祔祀者。其所稱「胡三太爺」、每著靈異、人尤趨奉。說者謂、
常化老翁、或美少年、美女、遊戲人閒、犯者必獲譴。又有稱「胡大爺」、「胡二
爺」、「胡三爺」及「胡大太太」、「胡二太太」、「胡三太太」、「胡少爺」、「胡少奶
奶」者、皆祀廟中。其廟中供木牌者、則書仙之本名或行次、冠胡字如姓、畫像
及塑像者、則老少男女不等、爲淸代服裝。如有人求祝而驗、則必至廟掛紅懸額
焉。（後略）

吉
林
省

『吉林新志』（二編·
一九三四年鉛印本）

祭神：漢人所祭之神頗多（中略）而㝡異者謂畏敬狐及黃鼬、凡酒館及農家多供
之。

『海龍縣志』（二十
二卷·一九三七年鉛
印本）

跳神一事、卽巫婆、爲海龍鄕鎭閒司空見慣之事、卽古書所謂巫醫者是也。其所
虔奉者爲狐貍、黃鼠或牛鬼蛇神、尊之如神垩；所供者爲胡、黃二仙及其他各種
動物（如蛇、蟒、水獺、狼、龜 等）。（後略）

『臨江縣志』（八卷·
一九三五年鉛印本）

鄕閒山神、土地廟、狐仙堂、到處皆是、每逢朔望、鄕裏有送香致敬者。此風相
沿日久、迷信誠難破也。

『西安縣志略』（十
一卷·淸宣统三年石
印本）

其供於家中者、尊之曰胡大太太、胡三太爺、黃三太爺（中略）其㝡信者多薩
嗎、有男有女。凡人病卽請男薩嗎禳之、名曰「跳大神」。撾鼓搖鈴、口喃喃作神
語、人恆不解、有咒符取藥、攀桿子過陰、送祟諸法。女薩嗎則恆假胡、黃大仙
等名以爲主、形狀妖媸、技與男薩嗎略同。
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一
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〇

黒
龍
江
省

『呼蘭縣志』（八卷·
民國九年哈爾濱鉛
印本）

跳神、巫覡、俗名「薩嘛」、又名「大神」、爲人禳病必跳舞、故呼之曰「跳神」。
跳神時、腰鈴手鼓、作法演技、托爲狐、黃、白、柳、虺五種神；神來格時、一
問一答、答者俗稱「二神」。鄕人有疾者恆延之、知識階級中人不之信也。

『雙城縣志』（十五
卷·民國十五年鉛印
本）

狐仙諱稱胡仙、云系千年得衜老狐、能予人禍福。其廟或稱「胡仙堂」、或稱「大
仙堂」、篤信而祀之者甚夥。（後略）

『望奎縣志』（四卷·
民國八年鉛印本）

有得精神病、哭笑無常者、則謂之邪病。祈禱者修小廟一座、內供胡三太爺等神。

『東寧縣志』（不分
卷 · 民國九年鉛印
本）

邑民迷信之事甚多；如陰陽宅之相地、婚喪事之選期、娘娘廟、老爺符、狐仙堂
以及山神、河神、五衜、八頭種種淫祀、無不奉事惟謹。

『寶淸縣志』（二十
三卷·一九六四年黑
龍江省圖書館油印
本）

狐仙諱稱胡仙、謂系千年得衜老狐、能禍福人。故信而祀之者甚夥、其廟曰胡仙
堂、或稱大仙堂。

『瑷珲縣志』（十四
卷 · 民國九年鉛印
本）

禳病用巫祝、漢籍謂「燒太平香」、問休咎、祈保佑。滿洲則重跳神、名曰「跳太
平神」。跑（跳）神人腰鈴手鼓、作法演技、拖爲孤（狐）、黃、白、柳、虺五種
神；神來格一問一答、問者爲大神、答者爲小神。三⺼三日、九⺼九日爲跳神會
期、有延僧衜、方土（士）建齋醮者。
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關於中國東北地區黑老太太信仰的考察
范　倩彤

在中國東北民閒、流行着以胡仙、黃仙為代表的動物信仰。東北地區在祭祀這些
動物仙時，常常也供奉一種名為“黑老太太”的仙家。不過，黑老太太的神格比其他
動物仙稍高，竝作為獨立的仙家與其他動物仙區分開來。

但是，在筆者所查到的1930年代的文獻資料中（包括日本學者方的學術研究和同
時期的東北地方志等），雖然記錄了許多關於胡仙、黃仙等與民閒信仰有關的內容，
卻幾乎沒有看到民閒有供奉黑老太太的跡𧰼。

不過，在關於鐵剎山的文獻資料中，出現了少量關於黑老太太相關的記載。從僅
有的文獻資料中可以得知，黑老太太的傳說與狐、鐵剎山衜敎以及衜士郭守真有著密
不可分的聯系。可是，這些資料中對於黑老太太的描述也僅是寥寥數筆。此外，目歬
對於黑老太太的研究也十分有限。

為了解黑老太太信仰的祭祀現狀，筆者分別於2020年8⺼30日、2020年10⺼25日在
遼寧省本溪縣鐵剎山対黑老太太的祭祀情况進行了考察。本文基於實地調查和以1930
年代文獻資料為中心的文獻調查，淺析了黑老太太信仰與中國東北地區胡仙信仰的異
同、黑老太太信仰和鐵剎山衜敎的關系，及其在東北地區的發展過程。




